
出
さん墓
見
ま
だ
ま
だ
健
在

さ

り

げ

な

く

語

っ
て

い
ま

し

た
。

県
顕
彰
状
は
、
二
重
貢
村
長
か
ら

, 広報ιチι

地区別65歳 以上の人口

民謡・手踊りに笑顔
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田同されるヒワメ
ー
温田

十三湖河日から4万 6千匹

成功願い試験放流

十
三
湖
前
潟
に
中
間
育
成
施
設

試
験
放
流
に
は
、
県
水
産
部
の
　
　
　
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
確
立
を

椙』J卜交通安全′1レ‐ド
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ハウ

大

き

な

は

ず

み

と

な

っ
て

い
ま

す

。

「
太

刀

振

り

」
、

脇

元

の
「
小

馬

踊

も
う
少

し
内
容

を

充
実

さ

せ
た

い
ナ

ァ
ー

螂　　　繹　　一一　鏃一̈“一中　　　一一一一誓　中り　一　　　　　　　　　　　　」



強ιlぞ ′相自ワラフ
①勝っておごらず

練習に励む①

第

一
回
上
磯
地
区
少
年
野
球
大

こ
の
大
会
は
、
上
磯
地
区
に
ア

相
互
の
野
球
技
術
の
向
上
と
親
睦

を
は
か
ろ
う
―
―
と
、
蟹
田
町
体

育
協
会
が
主
催
し
、
同
野
球
協
会

蟹
田
町
な
ど
が
後
援
し
た
も
の
で

ク
ラ
ブ
、
後
諄
ジ
ュ
ニ
ア
、
蓬
田

風
ク
ラ
ブ
、
蟹
田
ク
ラ
ブ
、
今
別

プ
を
６
対
１
で
下
し
、
決
勝
へ
進

決
勝
で
は
、
上
磯
地
区
の
強
豪

年
中

′し、
の
野
球
チ
ー
ム
で
す
が
、

め
き
頭
角
を
現
わ
し
、
「野
球
の
強

い
相
内
小
」
、
「
パ
ワ
ー
と
チ
ー
ム

抜
学
童
野
球
大
会
」
、
「ト
リ
ム
少

小
さ
な
藉
か
ら
大
き
な
藉
ヘ

お
母
さ
ん
の
応
援
に
も
熱
が

回
市
町
村
対
抗
県
民
体
育
大
会
が

七
種
目
が
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

が
三
位
に
食
い
込
む
な
ど
、
健
闘

五

百

人

が

趣

向

を

凝

ら

し

た

競

技

母

と

教

師

の
会

が

主

催

し

て

い
る

地

区

三

班

に

分

か

れ

て

の
対

抗

参

加

者

全

員

で
準

備

体

操

を

行

っ

地
区
挙
げ
て
の
大
運
動
会

た
後
、
午
前
九
時
す
ぎ
か
ら
競
技

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ー
ク
な
競
技
が
い
っ
ぱ
い
。
参

加
者
が
汗
だ
く
に
な
り
な
が
』
挑

れ
た

「大
漁
旗
」
が
は
り
め
ぐ
ら

がんばりました

第42回県民体育大会
村 の 部 ・ 総 合 12位
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頭
部
は
ラ
イ
ダ
ー
の
弱
点

ぐ
０
３
ヘ
ル
メ
ツ
ト

|                 

の

|

|

|』◆
llil:i][[][「[[[]l][|:[iFi:[][

1碩

|[
1塞

1爵

|

1季

|`
|ル

|)

給
細

青森県・公共職業安定所・市浦村

メ

ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な

い
で
運
転
す
　
　
さ
を
、
ぜ
ひ
身

に

つ
け
て
く
だ
さ
　
　

　

ヘ
ル
メ

ッ
ト
は
車

で

い

え
ば
、

過
信
は
禁
物

中翻】痛〔「計」つだ「、へ見ば　　贅“珊笏負彙帥″め一研時
′しヽ止農　　　ロデ一口ｒ̈ィ】ガカガの‐御目

べ

て

の
道

路

に

お

い
て

オ

ー

ト

バ
　

　

ど

を

せ

ず

に

飛

び

出

し

て

し

ま

う

　

　

　

そ

こ

で

も

う

一
度

、

ヘ
ル

メ

ッ

け̈̈一］一］一一」中］一　　て』一［一るぅ̈ね、一仰ｔ型
L_____― ―一―――一一―一 |ヌ
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か●
１
■
　
か

円
通
大
士
の
御
姿

残
念
な
こ
と
に
御
尊
像
全
体

ま
す
。
ま
た
、
仏
像
の
年
代
的

鑑
識
眼
の
な
い
私
を
悔
み
さ
げ

め
な
か
っ
た
御
尊
像
を
直
か
に

相
内
の
名
称

川
に
鮎
が
た
く
さ
ん
棲
ん
で
い

の
枝
を
伐

っ
て
唐
川
城
址

へ
登

と
、
案
内
に
戯
れ
て
い
へ
ば
笑

城
を
築
い
た
安
倍
安
東
氏
の
歴

特
に
安
日
氏
か
ら
名
称
づ
け
』

た
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

磯
松
、
脇
元
か
ら
小
泊

ヘ

よ
う
や
く
磯
松
に
辿
り
つ
き
ま

>83く

l
部  ⑮
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情
TTさL世く蛉

役場の電話は62-2111

す
こ
や
か
日
記

川
内
敏
春
さ
ん
ん
（脇
元
）

二
女

聡
美
ち
ゃ
ん
〓
歳
）

ま
つ
り
が
あ
る
の
。

人権 擁護委員 とは

福祉 相談の ご利用 を

一毎週第2・ 第4水曜日実施一

暮らしの中で行政に対

する 意見・苦情・要望
はありませんか

褪
税の何でも相談

わかちあう幸 せ

村
の
誘
致
企
業

女
子
従
業
員
を
急
募

津

軽

テ

ク

ニ
カ

市
浦
村
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
津

軽
テ
ク
ニ
カ
で
は
、
事
業
増
大
に

健
康
で
働
く
意
欲
が
旺
盛
な
方

■
職
種
　
電
子
音
響
機
器
の
組
立

て
、
調
整
、
修
理

■
採
用
予
定
人
員
　
３５
歳
以
下
の

■
勤
務
地
　
市
浦
村
大
字
相
内

時
間
外
有
）

・
社
会
保
険
の
制
度
有

（

厚
年
、
健
保
、
労
災
、

雇
用
保
険
）

・
日
曜
、
祝
祭
日
、
正
月

お
盆
休
み
有
。

■
応
募
手
続
　
願
書

（役
場
又
は

津
軽
テ
ク
ニ
カ
備
付
け
）
を
津

軽
テ
ク
ニ
カ
ヘ
提
出
し
て
く
だ

■
受
付
け
〆
切
日
　
‐０
月
２０
日

面
接
は
、
日
曜
、
祝
祭
日
を

除
き
毎
日
８
時
３。
分
か
ら
１７
時

０
津
軽
テ
ク
ニ
カ

・
電
話
　
６２
局
３
３
２
０
番

・
電
話
　
祀
局
２
１
１
１
番



広報ιメろに0
い
浮

か

べ
ま

す

。

し

か

し

、

症

状

¨
糖
尿
病
の
人
は
　
　
¨

剛
　

　

要

注

意

‐‐‐‐‐‐‐‐

視

力

障

害

が

症

状

と

し

て

現

れ

で
き

、

そ

こ

か

ら

血

管

が

破

れ

て

ま

え

る

こ
と

が

大

切

。

そ

の
た

め

糖

尿

病

性

の
網

膜

症

に

よ

る
失

帥
頭
痛
、吐
き
気
を
伴
え
ば
　
剛

帥
　
　
　
緑
内
障
の
疑
い
も

‐‐‐‐‐‐‐‐‐

気
に
は
白
内
障
が
あ
り
ま
す
が
、

復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
障
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

眼
の
受
診
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
緑
内
障
は
急
激
に
病
状
が

が
現
れ
た
ら
、
眼
科
で
も
受
診
し

た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
な
く

″体
の
信
号
″
で
も
あ
る

（『曽脚　　　榊
一椰奈』一

（」
」
轟
仁
一制
商一

（量　囃　よし薇
一紳　曜一

（椰　麺　嘲み一
一劃　動一

回

圏

〉26く

中

・
高
年

か

ら

の
目

の
病
気

大
文
夫
で
す
か
、
あ
な
た

●

一
〇
月

一
〇
日
は
日
の
愛
護
デ
ー

○¨ 硬D④

佐藤 文男さん (相内)

長男公太 ちゃん (7ヵ 月)

ス
ポ
ロ
ツ

モ
れ
は
胃
害
で
す子三 和 綾

(相 内 。22歳 )

は
、
主
に
学
校
の
体
育
館
を
利
用

の
海
洋
セ
ン
タ
ー

（体
育
館
）
が

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
施
設
と

り
組
ま
れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

―
グ
戦
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

成
績
で
す
。


